
平成™™年˜—月˜Ÿ日 月曜日 第œ›˜Ÿ号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
七
十
七
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
八
月
三
十
一

日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
を
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十

号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
5
0
0
5号

コ
ン
テ
ナ
（
そ
の

他
の
型
の
も
の
）
Ｌ
Ｎ
Ｇ
Ｔ
`

2
9
6
0
0

Ｍ
エ
ア
・
ウ
ォ
ー

タ
ー
・
プ
ラ
ン
ト
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株

式
会
社

大
阪
府
堺
市
西
区
築
港
新
町
二

丁
目
六
番
地
4
0

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
七
十
八
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
九
月
十
七
日

付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
を
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）

第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
5
0
1
3号

作
業
用
救
命
衣

（
小
型
船
舶
用
救

命
胴
衣
の
要
件
に

適
合
す
る
も
の
）

（
膨
脹
式
）

オ
ー
シ
ャ
ン
Ｒ
Ｅ
`

５
型

株
式
会
社
オ
ー
シ
ャ

ン
・
ラ
イ
フ

和
歌
山
県
御
坊
市
名
屋
町
２
丁

目
８
番
地
の
１

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
七
十
九
号

船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
八
月

三
十
一
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
の
変
更
を
承
認
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示

す
る
。平

成
二
十
二
年
十
月
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

型
式
変
更
の
内
容

第
4
6
8
2号

イ
マ
ー
シ
ョ
ン
・

ス
ー
ツ
（
そ
の
他

の
も
の
）（
サ
イ
ズ

Ｕ
及
び
Ｌ
）（
低
保

温
型
）

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｅ

Ｒ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｉ

Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｍ

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｄ

決
議
Ｍ
Ｓ
Ｃ
．

2
0
7
@C
及
び
Ｍ

Ｓ
Ｃ
．
2
1
8@D
へ
の
適
合
確
認

第
4
7
7
4号

イ
マ
ー
シ
ョ
ン
・

ス
ー
ツ
（
そ
の
他

の
も
の
）（
浮
力
を

有
す
る
も
の
）（
低

保
温
型
）

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｅ

Ｒ
Ó

〃
〃

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
八
十
号

船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
八
月

三
十
一
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
の
変
更
を
承
認
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示

す
る
。平

成
二
十
二
年
十
月
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
十
五
号

水
路
業
務
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
号
）
第
八

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
路
測
量
の
実
施
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
十
八
日

海
上
保
安
庁
長
官

鈴
木

久
泰

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
十
四
号

水
路
業
務
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
号
）
第
八

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
路
測
量
の
実
施
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
十
八
日

海
上
保
安
庁
長
官

鈴
木

久
泰

一

水
路
測
量
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名

称
及
び
住
所

独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所

茨
城
県
つ
く
ば
市
東
一
e

一
e

一

二

水
路
測
量
を
実
施
す
る
区
域
及
び
期
間

イ

区
域

Ë

北
緯
二
七
度
一
〇
分
東
経
一
二
八
度
三
〇
分
、

北
緯
二
五
度
一
〇
分
東
経
一
二
七
度
二
〇
分
、
北

緯
二
五
度
一
〇
分
東
経
一
二
六
度
、
北
緯
二
五
度

五
〇
分
東
経
一
二
六
度
、
北
緯
二
七
度
一
〇
分
東

経
一
二
六
度
五
〇
分
の
各
点
で
囲
ま
れ
る
海
域

（
陸
域
を
除
く
）

ô

北
緯
二
八
度
東
経
一
二
七
度
、
北
緯
二
七
度
五

〇
分
東
経
一
二
七
度
二
〇
分
、
北
緯
二
七
度
一
〇

分
東
経
一
二
六
度
、
北
緯
二
七
度
四
〇
分
東
経
一

二
六
度
の
各
点
で
囲
ま
れ
る
海
域

ロ

期
間

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
平
成

二
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日
ま
で

三

水
路
測
量
の
実
施
方
法

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
測
位
、
マ

ル
チ
ビ
ー
ム
音
響
測
深
機
に
よ
る
測
深

四

航
行
船
舶
に
対
す
る
安
全
処
置

イ

水
路
測
量
に
従
事
す
る
船
舶
は
、
水
路
業
務
法
施

行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
運
輸
省
令
第
五
十
五
号
）

第
六
条
に
定
め
る
標
識
を
掲
揚

ロ

十
一
管
区
水
路
通
報
第
四
十
一
号
（
平
成
二
十
二

年
十
月
十
五
日
発
行
）

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

型
式
変
更
の
内
容

第
4
4
8
4号

Ｍ
Ｆ
及
び
Ｈ
Ｆ
用

デ
ジ
タ
ル
選
択
呼

出
装
置
並
び
に
Ｍ

Ｆ
及
び
Ｈ
Ｆ
用
デ

ジ
タ
ル
選
択
呼
出

聴
守
装
置

Ｊ
Ｓ
Ｓ
`
2
9
6

日
本
無
線
株
式
会
社
送
信
用
電
源
の
電
力
増
幅
基
盤

の
変
更

第
4
6
0
6号

〃
Ｊ
Ｓ
Ｓ
`
5
9
6

〃
〃

第
4
6
0
7号

〃
Ｊ
Ｓ
Ｓ
`
8
9
6

〃
〃

一

水
路
測
量
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名

称
及
び
住
所

独
立
行
政
法
人
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属

鉱
物
資
源
機
構

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
大
宮
町
一
三

一
〇
番

二

水
路
測
量
を
実
施
す
る
区
域
及
び
期
間

イ

区
域

北
緯
二
五
度
二
六
分
四
七
秒
東
経
一
二
六

度
五
四
分
、
北
緯
二
五
度
五
三
分
四
九
秒
東
経
一
二

七
度
四
七
分
三
四
秒
、
北
緯
二
六
度
四
六
分
三
四
秒

東
経
一
二
八
度
三
〇
分
三
一
秒
、
北
緯
二
七
度
二
分

一
七
秒
東
経
一
二
八
度
六
分
四
七
秒
、
北
緯
二
七
度

四
四
分
一
二
秒
東
経
一
二
八
度
四
一
分
三
〇
秒
、
北

緯
二
七
度
二
八
分
二
七
秒
東
経
一
二
九
度
五
分
一
三

秒
、
北
緯
二
七
度
五
一
分
二
五
秒
東
経
一
二
九
度
二

四
分
二
九
秒
、
北
緯
二
七
度
二
九
分
四
二
秒
東
経
一

二
九
度
五
六
分
五
三
秒
、
北
緯
二
五
度
二
一
分
五
七

秒
東
経
一
二
八
度
一
一
分
六
秒
、
北
緯
二
五
度
三
五

分
一
四
秒
東
経
一
二
七
度
五
一
分
九
秒
、
北
緯
二
五

度
一
一
分
一
〇
秒
東
経
一
二
七
度
三
分
三
〇
秒
、
北

緯
二
四
度
五
九
分
二
七
秒
東
経
一
二
七
度
一
〇
分
三

四
秒
、
北
緯
二
四
度
五
四
分
九
秒
東
経
一
二
七
度
九

秒
、
北
緯
二
六
度
五
分
二
六
秒
東
経
一
二
六
度
一
六

分
八
秒
、
北
緯
二
五
度
四
七
分
五
二
秒
東
経
一
二
五

度
三
八
分
四
八
秒
、
北
緯
二
六
度
二
七
分
三
秒
東
経

一
二
五
度
一
四
分
四
七
秒
、
北
緯
二
六
度
五
〇
分
五

秒
東
経
一
二
六
度
二
分
二
四
秒
の
各
点
で
囲
ま
れ
る

海
域
（
陸
域
を
除
く
）

ロ

期
間

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
日
か
ら
平
成
二

十
三
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

三

水
路
測
量
の
実
施
方
法

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
測
位
、
マ

ル
チ
チ
ャ
ン
ネ
ル
反
射
法
に
よ
る
音
波
探
査

四

航
行
船
舶
に
対
す
る
安
全
処
置

イ

水
路
測
量
に
従
事
す
る
船
舶
は
、
水
路
業
務
法
施

行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
運
輸
省
令
第
五
十
五
号
）

第
六
条
に
定
め
る
標
識
を
掲
揚

ロ

水
路
通
報
第
四
十
一
号
（
平
成
二
十
二
年
十
月
十

五
日
発
行
）、
十
管
区
水
路
通
報
第
四
十
五
号
（
平

成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
六
日
発
行
）、
十
一
管
区

水
路
通
報
第
四
十
号
（
平
成
二
十
二
年
十
月
八
日
発

行
）
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